
　

現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に
―
児
童
手
当
―

児
童
手
当
は
、児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

の
生
活
を
支
援
し
、次
世
代
の
社
会
を
担
う

児
童
の
健
全
育
成
を
目
的
に
支
給
さ
れ
ま

す
。受

給
に
は
、毎
年
現
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。現
在
、児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方

男
女
に
捉
わ
れ
ず
一
緒
に
な
っ
て
役
割

と
責
任
を
分
か
ち
合
う
こ
と

「
人
口
減
少
」「
少
子
高
齢
化
」が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。庄
原
市
の
人
口
の
う

ち
、20
～
59
歳
は
平
成
17
年
３
月
末
時
点
で

１
万
８
４
３
２
人
で
し
た
が
、６
年
後
の
平

成
23
年
３
月
末
で
は
16
％
に
あ
た
る
約
３
千

人
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
世
代
は
、子
育
て
や
介
護
、地
域
活
動

を
行
い
な
が
ら
就
労
し
て
い
る
世
代
で
す
。

つ
ま
り
、ど
ん
ど
ん
人
口
が
減
る
だ
け
で
な

く
担
い
手
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
「
男
の
役
割
」「
女
の
役
割
」と

決
め
付
け
ず
、役
割
も
責
任
も
分
か
ち
合
い

な
が
ら
、一
緒
に
な
っ
て
仕
事
や
地
域
活
動
、

子
育
て
や
介
護
な
ど
に
携
わ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

わ
た
し
ら
し
く
輝
く
明
日
の
た
め
に
互

い
に
尊
重
し
合
う
参
画
社
会
の
形
成

市
は
、平
成
19
年
に
策
定
し
た「
庄
原
市
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」の
中
で「
わ
た
し
ら
し

く
輝
く
明
日
の
た
め
に
互
い
に
尊
重
し
合
う

参
画
社
会
の
形
成
」を
基
本
理
念
に
掲
げ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、誰
も
が
男
女
共
同
参
画
を

身
近
に
感
じ
、身
の
回
り
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

（
※
）に
気
づ
く
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、

毎
年
男
女
共
同
参
画
週
間
に
行
う「
笑
腹

フ
ェ
ス
タ
」を
は
じ
め
、事
業
所
を
対
象
と
し

た「
両
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」、市
民
の
意
識
・
実

態
を
調
査
し
た
結
果
の
報
告
や
、身
近
な
課

題
を
テ
ー
マ
に「
地
域
巡
回
パ
ネ
ル
展
」も

行
っ
て
い
ま
す
。

※
ジ
ェ
ン
ダ
ー･･･
社
会
的
・
文
化
的
に
作

ら
れ
た「
女
ら
し
さ
、男
ら
し
さ
」の
こ
と

お
互
い
を
認
め
合
い
感
謝
す
る
こ
と

こ
れ
ま
で「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
」に
つ
い

て
は
女
性
の
た
め
の
取
り
組
み
と
考
え
ら
れ

が
ち
で
し
た
が
、２
０
１
３
笑
腹
フ
ェ
ス
タ

で
は
、男
性
の
働
き
方
の
見
直
し
と
女
性
の

活
躍
促
進
と
い
う
視
点
に
立
っ
た「
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

仕
事
も
家
庭
も“
元
気
い
っ
ぱ
い
”“
笑
顔

満
開
”に
な
る
た
め
に
は
、「
お
互
い
を
思
い

や
り
、寄
り
添
い
、分
か
ち
合
う
時
間
」が
大

切
で
す
。そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、相
手
を
認

め
、「
あ
り
が
と
う
」と
い
う
感
謝
の
言
葉
を

伝
え
る
こ
と
を
今
回
の
テ
ー
マ
に
し
ま
し

た
。

“
あ
り
が
と
う
”は
魔
法
の
言じ

ゅ
も
ん葉

～
わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
楽ら

く
ら
く々

ラ
イ
フ
～

　

ぜ
ひ
皆
さ
ん
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
は
、職
場
で
の
手
続
が
必
要

で
す
。

【
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
】

女
性
児
童
課
児
童
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
９
２

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室
（
西
城
支
所
は

し
あ
わ
せ
館
内
）

は
、５
月
末
に
ご
自
宅
に
郵
送
し
た「
児
童
手

当
現
況
届
」に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、６
月

中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。こ
の
届
け
が
な

い
場
合
は
、６
月
分
以
降
、届
が
提
出
さ
れ
る

ま
で
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
　
制
度
内
容
　
■

１
．支
給
対
象

中
学
校
卒
業
ま
で
（
15
歳
の
誕
生
日
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）の
間
に
あ
る
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
。

２
．支
給
期
間

原
則
と
し
て
申
請
の
翌
月
分
か
ら
15
歳
到

達
後
の
最
初
の
３
月
分
ま
で
。

３
．支
給
月
額

３
歳
未
満　

１
５
０
０
０
円
（
一
律
）

３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前　

１
０
０
０
０
円

（
第
３
子
以
降　

１
５
０
０
０
円
）

中
学
生　

１
０
０
０
０
円
（
一
律
）

た
だ
し
、児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
の
所

得
が
限
度
額
以
上
の
場
合
は
、特
例
給
付
と

し
て
児
童
１
人
当
た
り
月
額
一
律
５
０
０
０

円
を
支
給
。（
所
得
制
限
は
表
を
参
照
）

※
「
第
３
子
以
降
」と
は
、高
校
卒
業
ま
で

（
18
歳
の
誕
生
日
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
）の
養
育
し
て
い
る
児
童
の
う
ち
、３
番
目

以
降
を
い
い
ま
す
。

４
．支
給
時
期

原
則
、毎
年
２
月
・
６
月
・
10
月
に
、前
４

カ
月
分
を
ま
と
め
て
支
給
し
ま
す
。

●所得額の制限（平成 24年６月分の手当から適用）

扶養親族
などの数 所得制限限度額 収入額の目安

0人 622.0 833.3
1 人 660.0 875.6
2 人 698.0 917.8
3 人 736.0 960.0
4 人 774.0 1002.1
5 人 812.0 1042.1

単位：万円

　6月23日（日）開催

毎年６月 23日～ 29日は『男女共同参画週間』です。

　“市民の皆さんが心（お腹）の底から笑顔になれるよう

な、そんな社会になるように”という願いを込めて開催し

ている「笑
しょうばら

腹フェスタ」。今年で５回目の開催となります。

　この機会に「男女共同参画」を身近なこととして楽しく

考えてみましょう。

笑腹フェスタ講演会
　とき　　６月23日（日）13：00～15：00
　ところ　庄原市ふれあいセンター
　演題　　ワークライフバランス
　　　　　～これからの時代の男性の生き方～
　講師　　小崎恭弘さん
　　　　　（神戸常盤大学短期大学部准教授
　　　　　　／ＮＰＯファザーリングジャパン副代表理事）

　元保育士でＮＨＫ「すくすく子育て」や育児誌「ひよこクラ
ブ」で活躍中の小崎パパが、ワークライフバランスが求められ
る背景や、これからの男性の働き方・生き方から見るワーク
ライフバランスの意味などを語ります。
※託児があります。（６月17日までに申し込んでください）

■家族で作るキャラ弁教室
　ワークライフバランスとの深い関わりのある近年の
食卓（食育）を考えながら、子どもが喜ぶお弁当を家族
で楽しく作ろう。
　
　とき　　６月23日（日）10：00～13：00
　ところ　庄原市保健センター
　講師　　北　佳弘さん
　　　　　（広島市男女共同参画審議会委員
　　　　　　　　　　　　　/PaPaLife 研究所代表）
　※先着８家族（事前申し込みが必要です。）

平成 21年に厚生労働省が行った調査から、夫が家事や育
児に協力的な家庭ほど第２子以降の出生率が高くなるこ
とがわかっています。

■パネル展
　市内で活躍するボランティア連絡協議会をは
じめ、子育てサークル、エコ燃料などのグループ
の活動紹介や、市内のくるみん認定企業の取り
組みをパネルで紹介します。

※くるみんマークとは、社員の子育て支
援に積極的に取り組み、一定の基準を満
たした企業に贈られる厚生労働省認定
のマークです。

■その他のイベント
　毎年大人気のダンボール迷路や、おもちゃ
の交換会「かえっこバザール」、竹鉄砲や木
のこまを作って遊ぼう「あそびのおもちゃ作
り」、「寄せ植え教室」「こどもと一緒にスト
レッチ教室」など、子どもと一緒に楽しめる
企画が盛りだくさん。おいしいものや特産品
などが並ぶ「笑腹市」もあります。

女性児童課女性子ども支援係
☎０８２４-７３- ００５１

　　　　　10：00 ～ 15：00
　ところ　庄原市ふれあいセンター

庄原市保健福祉センター

  　広報しょうばら｜２０１３．６月号｜ 16 17｜２０１３．６月号｜広報しょうばら


